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特集

東日本大震 災から三年

東日本大震災から3年。その間、日本の建設業界は休むことなく東北で奮闘を続けている。
災害廃棄物処理、除染、道路建設、まちづくり、住宅再建。いずれも時間との苛烈な競争だった。
そして、その成果が「目に見える」かたちで現れ始めている。
あの日、絶望の淵に立った町が再生に向けて確かな一歩を踏み出す。
真新しいスタートラインに立つ東北。この3年を振り返りながら現場の「胎動」をレポートする。

2011.3.11

2014.3.11

宮城県女川町で進む、復興まちづ
くり事業。町を取り巻く山を切り
崩し、その土を使って低地部に盛
土を施す工事が行われている。広
大な現場を何台もの大型重機が頻
繁に行き来する。

文：槌田波留基　写真：特記以外は中原一隆
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復
旧
か
ら
復
興
へ

総
合
建
設
業
の

想
い
と
歩
み

総
合
建
設
業
は
、東
日
本
大
震
災
発
生
時
か
ら
、物
資
供
給
を
は
じ
め
と
す
る
被
災
地
へ
の
支
援
、

イ
ン
フ
ラ
や
防
災
施
設
等
の
整
備
・
復
旧
等
、全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
総
合
力
を
活
か
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
き
た
。

ま
た
、日
建
連
で
は
、東
日
本
大
震
災
後
に「
復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
」お
よ
び

 「
電
力
対
策
特
別
委
員
会
」の
二
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

総
合
的
な
視
野
に
た
っ
て
、多
く
の
課
題
に
対
処
し
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
委
員
会
の
も
と
会
員
企
業
各
社
は
、

東
北
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
各
地
で
貢
献
を
続
け
て
い
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
三
年
が
経
過
し
た
現
在
の
復
興
の
現
状
と
、

復
興
に
貢
献
す
る
総
合
建
設
業
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
工
事
の
中
か
ら
、

災
害
廃
棄
物
処
理
、除
染
、道
路
建
設
、ま
ち
づ
く
り
、住
宅
再
建
の

五
つ
の
現
場
を
訪
ね
、三
年
間
の
歩
み
と
想
い
を
取
材
し
た
。

ヒト・モノの流れを
取り戻したい

暮らしの場を
再建したい

安全・安心な生活を
支えたい

東北の
各地で進む
復旧・復興
事業

まち
づくり

生活
基盤

交通
ネット
ワーク

復
興
住
宅医
療
施
設

教
育
施
設

防
災

集
団
移
転

土
地
区
画

整
理

復
興
道
路

鉄
道港
湾

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
施
設

復
旧

除
染

海
岸
防
災

災
害

廃
棄
物

処
理

東日本大震災
から三年
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南
三
陸
処
理
区
で
は
、
昨
年
末
ま
で
に
約
六
五
万
㌧

も
の
災
害
廃
棄
物
の
処
理
を
達
成
し
た
。
処
理
業
務
が

始
ま
っ
た
の
は
平
成
二
十
四
年
の
三
月
の
こ
と
だ
。

「
わ
ず
か
半
年
で
沈
下
し
た
地
盤
を
嵩
上
げ
し
、
三
基

の
焼
却
炉
を
建
設
、
九
月
に
は
焼
却
処
理
を
始
め
ま
し

た
。
通
常
で
は
考
え
ら
れ
な
い
短
工
期
施
工
で
し
た
」

と
話
す
の
は
清
水
建
設
㈱
の
太
田
美
喜
夫
所
長
だ
。

　

選
別
作
業
は
四
班
二
交
代
で
夜
を
徹
し
て
行
っ
た
。

津
波
堆
積
土
は
ふ
る
い
に
か
け
て
分
別
、
検
査
後
に
復

興
資
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
そ
の
量
は
想
定
以
上
で
、

土
を
洗
う
だ
け
で
も
多
く
の
時
間
を
要
し
た
と
い
う
。

　

事
業
の
過
程
で
、
地
元
企
業
と
共
同
で
不
燃
物
や
焼

却
主
灰
を
原
料
と
し
た
造
粒
砕
石
の
製
造
技
術
を
開
発

し
た
。
こ
の
技
術
は
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
た
。「
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
サ
ー
マ
ル

リ
サ
イ
ク
ル
分
を
含
め
る
と
約
九
八
％
。
大
半
が
復
興

の
資
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
の
処
理
現
場
で
す

が
、
途
中
か
ら
『
資
源
を
造
っ
て
い
る
』
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
」
と
所
長
は
振
り
返
る
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
は
モ
ノ
を
創
る
仕
事
だ
っ
た
が
、
こ

こ
で
は
廃
棄
物
を
処
理
し
続
け
た
。
新
た
な
技
術
の
開

発
も
実
現
し
、
確
か
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

業
務
は
プ
ラ
ン
ト
を
解
体
、
農
地
を
復
旧
し
て
地
権

者
に
返
還
す
る
ま
で
続
く
。
現
場
は
最
後
の
整
地
作
業

に
入
っ
て
い
た
。「
事
業
の
成
功
は
地
元
の
皆
さ
ん
の

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
運
搬
ル
ー
ト
や
資
材
の
仮

置
場
所
の
相
談
に
も
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。
廃

棄
物
の
海
上
輸
送
の
際
に
は
漁
協
の
方
が
監
視
船
を
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」。
町
の
七
割
が

被
災
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
南
三
陸
の
協
力
体
制
は
強

固
だ
っ
た
。
そ
の
期
待
に
応
え
た
い
と
太
田
所
長
。
現

場
は
三
月
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。

処理プラントのあった場所を丁寧に整地して復旧する。
将来、農地として活かされる新たな土地だ。

可燃物を焼却するストーカ炉の処理能力は285t/日。解
体まで止まることなく燃やし続けた。（提供：清水JV）

地
元
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、

こ
こ
ま
で
こ
れ
ま
し
た
。

東
北
復
興
に
歩
を
進
め
る
。し
か
し
、そ
の
先
が
ガ
レ
キ
に
覆
わ
れ
た
ま
ま
で
は

最
初
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。災
害
廃
棄
物
処
理
は
最
優
先
の
課
題
だ
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
い
岩
手
、宮
城
、福
島
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
と
津
波
堆
積
物
の

推
計
量
は
二
、七
〇
〇
万
㌧
超
。一
〇
年
以
上
の
期
間
が
必
要
と
さ
れ
る
膨
大
な
量
だ
。

国
は
三
年
以
内
に
最
終
処
分
を
完
了
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
。

建
設
業
界
は
総
力
を
挙
げ
て
未
曾
有
の
廃
棄
物
処
理
に
挑
ん
で
き
た
。

災
害
廃
棄
物
処
理
業
務

気
仙
沼
ブ
ロ
ッ
ク
南
三
陸
処
理
区

災
害

廃
棄
物
処
理

清水・フジタ・鴻池・東亜・青木あすなろ・
錢高・浅野 特定業務共同企業体
災害廃棄物処理業務（南三陸処理区） 所長

太田美喜夫
プラントの解体も完了、整地作業もクライマ
ックスだ。「なんとか田んぼをつくれる形に
なってきた。本当の復興はこれからです」。

東日本大震災
から三年
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一
月
下
旬
、
葛
尾
村
に
人
影
は
少
な
か
っ
た
。
昼
間

の
滞
在
は
可
能
だ
が
、
約
一
、五
〇
〇
人
の
村
民
は
村

を
離
れ
た
ま
ま
だ
。
葛
尾
村
で
本
格
的
に
除
染
作
業
が

始
ま
っ
た
の
は
昨
年
四
月
。
奥
村
・
西
松
・
大
豊
J
V

は
「
心
を
込
め
て
丁
寧
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
作
業
を
進

め
て
き
た
。

　
「
施
工
範
囲
の
広
さ
や
施
工
量
の
膨
大
さ
に
加
え
、

各
方
面
か
ら
の
除
染
作
業
に
対
す
る
注
目
度
の
高
さ
に

戸
惑
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
い
村
民
の
帰
村

を
実
現
す
る
た
め
全
力
で
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
㈱
奥
村
組
の
町
田
則
幸
所
長
は
語
る
。

　

除
染
作
業
の
対
象
面
積
は
一
、七
〇
〇
㌶
。
森
林
、
農

地
、
道
路
に
加
え
て
四
七
〇
世
帯
の
住
宅
が
含
ま
れ
て

い
る
。
堆
積
物
を
除
去
し
、
建
物
を
布
で
拭
き
取
り
、

ブ
ラ
シ
で
磨
く
。
森
林
や
農
地
で
は
下
草
を
刈
り
取
り
、

さ
ら
に
表
土
を
薄
く
剥
ぎ
取
る
。
職
員
お
よ
び
作
業
員

全
員
が
葛
尾
村
を
自
分
た
ち
の
村
、
住
宅
を
我
が
家
と

思
い
な
が
ら
、
掛
け
替
え
の
な
い
財
産
を
大
切
に
扱
い
、

心
を
込
め
て
作
業
す
る
。　

　

除
染
作
業
は
約
二
、八
〇
〇
人
の
作
業
員
が
手
作
業

で
行
っ
て
い
る
。
誰
で
も
で
き
る
作
業
で
も
あ
り
、
建

設
業
に
関
わ
り
が
な
か
っ
た
人
た
ち
も
働
い
て
い
る
。

「
作
業
員
へ
の
安
全
対
策
お
よ
び
教
育
は
万
全
を
期
し

て
い
ま
す
が
、
実
作
業
で
全
作
業
員
に
安
全
意
識
を
徹

底
さ
せ
て
不
安
全
行
動
を
防
止
す
る
こ
と
が
最
重
要
課

題
で
す
」
と
町
田
所
長
は
強
調
す
る
。

　

昨
年
ま
で
に
森
林
除
染
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
宅
地
除
染

も
約
六
割
が
進
捗
し
た
。「
村
民
が
除
染
後
の
我
が
家

を
見
て
『
こ
こ
ま
で
き
れ
い
に
し
て
く
れ
た
の
か
！
』

と
喜
ん
で
く
れ
る
。
こ
の
気
持
ち
が
『
早
期
帰
村
』
に

つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
町
田
所
長
は
そ

の
意
義
を
語
る
。

　

春
か
ら
は
本
格
的
に
農
地
除
染
に
取
り
掛
か
る
。

上／放射性物質が飛散する恐れ
があるため、水は使わない。一
つひとつ手作業で拭き取ってい
く。（提供：奥村JV）
下／除染で集められた土や枝葉
は村内に設けられた仮置き場に
集約され、厳重に管理される。

（提供：奥村JV）

一
日
も
早
い
帰
村
を
実
現
す
る
た
め
に
。

東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う
避
難
者
の
総
数
は

二
七
万
人（
平
成
二
十
六
年
一
月
現
在
）。

福
島
県
か
ら
の
避
難
者
は

ピ
ー
ク
時
の
半
数
以
下
に
減
少
し
た
も
の
の
、

今
も
約
四
万
八
、〇
〇
〇
人
が

県
外
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
多
く
が
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
起
因
す
る

放
射
性
物
質
の
拡
散
か
ら
逃
れ
た
人
々
だ
。

建
設
業
界
が
技
術
と
志
を
も
っ
て
除
染
事
業
に
挑
む
。

町
を
ま
る
ご
と
磨
く
、洗
う
、

そ
の
現
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る
葛
尾
村
を
訪
ね
た
。

葛
尾
村
除
染
等
事
業

除
染
事
業

奥村・西松・大豊共同企業体
福島葛尾総合事務所 所長

町田則幸
森林646ha、農地426haなどを
含む1,700haが除染範囲。「私
たちが除染している住宅はもち
ろん庭木一本まで掛け替えのな
い財産です」。

東日本大震災
から三年
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釜
石
山
田
道
路
は
、
仙
台
、
八
戸
間
を
結
ぶ
「
三
陸

沿
岸
道
路
」
の
一
部
と
な
り
、
災
害
時
に
は
避
難
路
、

緊
急
輸
送
路
と
し
て
重
責
を
担
う
。

　

釜
石
市
内
を
縦
貫
す
る
工
区
を
訪
ね
た
。
三
㌔
㍍
た

ら
ず
の
区
間
だ
が
、
四
本
の
ト
ン
ネ
ル
と
高
架
橋
一
橋
、

大
規
模
な
盛
土
、
補
強
土
擁
壁
を
擁
す
る
難
工
事
の
現

場
だ
。
二
パ
ー
テ
ィ
の
施
工
部
隊
が
ほ
ぼ
二
四
時
間
体

制
で
動
き
続
け
て
い
る
。
指
揮
を
執
る
㈱
熊
谷
組
の
堂

藤
和
雄
所
長
は
「
ト
ン
ネ
ル
を
掘
る
、道
路
を
整
備
す
る
、

一
見
普
通
の
土
木
現
場
で
す
が
、東
北
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
な
る
事
業
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
を
大
き
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

工
事
用
道
路
の
施
工
に
始
ま
り
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
へ

進
捗
す
る
と
い
う
通
常
の
セ
オ
リ
ー
を
踏
む
時
間
的
な

余
裕
は
な
い
。
複
数
の
ト
ン
ネ
ル
掘
削
を
並
行
し
て
展

開
し
、
掘
り
な
が
ら
道
路
を
造
る
。
二
つ
の
現
場
を
同

時
に
稼
動
さ
せ
る
よ
う
な
工
事
だ
。
そ
の
手
順
は
パ
ズ

ル
の
よ
う
に
複
雑
、
か
つ
緻
密
な
も
の
に
な
る
と
い
う
。

　

付
近
に
は
集
落
や
仮
設
住
宅
も
あ
る
。
細
い
道
路
を

ミ
キ
サ
ー
車
が
走
る
。
夜
間
の
発
破
も
や
む
を
得
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
所
長
は
、
施
工
音
、
工
事
車
両
の
往

来
な
ど
、
周
辺
に
及
ぼ
す
負
担
が
心
苦
し
い
と
話
す
。

し
か
し
、
道
路
に
期
待
を
寄
せ
る
市
民
の
理
解
は
深
い
。

だ
か
ら
こ
そ
一
日
も
早
く
完
工
し
た
い
と
思
う
。「『
も

う
す
ぐ
通
れ
る
よ
う
に
な
る
ね
』
と
い
う
声
と
地
元
の

方
の
笑
顔
が
、
現
場
を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
す
」
と
堂

藤
所
長
。
二
年
前
の
着
任
以
来
、
復
興
に
向
け
刻
々
と

表
情
を
変
え
る
釜
石
の
町
並
み
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
き

た
。
工
期
は
あ
と
一
年
。
東
北
を
復
興
へ
と
導
く
道
路

建
設
が
昼
夜
を
問
わ
ず
展
開
さ
れ
て
い
る
。

釜
石
山
田
道
路
は
釜
石
J
C
T
を
起
点
に

山
田
南
I
C
ま
で
を
結
ぶ

全
長
約
二
三
㌔
㍍
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。

着
工
は
二
〇
〇
四（
平
成
十
六
）年
度
、

一
部
の
先
行
整
備
区
間
が
開
通
し
た
の
は

二
〇
一一（
平
成
二
十
三
）年
三
月
五
日
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
六
日
後
に
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。

高
台
に
あ
っ
た
こ
の
道
路
に
は

地
元
の
子
供
た
ち
が
逃
げ
込
み
難
を
逃
れ
た
と
い
う
。

現
在
、「
復
興
道
路
」と
し
て
整
備
を
継
続
し
て
い
る
。

国
道
45
号
釜
石
山
田
道
路
工
事

復
興
道
路

東
北
の
復
興
を
支
え
る

動
脈
を
造
る
工
事
で
す
。

熊谷組・オリエンタル白石特定建設工事
共同企業体
国道45号釜石山田道路工事
所長・現場代理人

堂藤和雄
トンネルを掘る、その掘削土で道路を造
る。「山と格闘する現場ですが、この地
の復興は着実に前進しています」。

右／道路改良では強靭な補強土
擁壁（テールアルメ）の施工が重
要なポイントになった。壁面材
を組立てた後、裏側にストリッ
プを敷設し盛土を敷き均した。
左／釜石山田道路工事には4本
のトンネルに加え、水海高架橋
の上部工184mの工事も含まれ
ている。

東日本大震災
から三年
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青森

岩手

宮城山形

福島

秋田

　

震
災
に
よ
る
女
川
町
の
被
災
住
宅
戸
数
は
四
、五
〇
〇

棟
あ
ま
り
。
人
口
一
万
名
の
う
ち
実
に
五
、七
〇
〇
名

以
上
が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
自
分

の
家
で
暮
ら
し
た
い
。
町
民
の
声
に
応
え
、
町
は
平
成

二
十
四
年
三
月
に
都
市
再
生
機
構（
U
R
）と
復
興
ま
ち

づ
く
り
に
関
わ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
締
結
、

女
川
町
の
再
生
事
業
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。

こ
う
語
る
。「
通
常
の
調
査
〜
設
計
〜
施
工
と
い
う
工

程
を
踏
む
時
間
的
な
猶
予
が
あ
り
ま
せ
ん
。
設
計
し
な

が
ら
施
工
す
る
フ
ァ
ス
ト
ト
ラ
ッ
ク
。
個
別
の
発
注
単

位
に
つ
い
て
準
備
が
整
っ
た
段
階
で
契
約
を
結
ん
で
直

ち
に
着
工
し
ま
す
」。
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
鹿
島
の

持
つ
ト
ー
タ
ル
な
管
理
能
力
だ
と
い
う
。

　

二
月
上
旬
の
段
階
で
七
カ
所
の
現
場
が
並
行
し
て
稼

動
し
て
い
た
。
通
常
で
あ
れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
た

現
場
と
い
え
る
規
模
だ
。
地
権
者
と
の
調
整
、
予
算
、

　

そ
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
「
女
川
町

震
災
復
興
事
業
」
だ
。
住
宅
用
地
を
造
成
し
、
町
を
再

構
築
す
る
た
め
の
舞
台
を
創
る
。
施
工
は
高
台
造
成
、

区
画
整
理
な
ど
が
主
体
だ
。
発
注
方
式
に
は
国
内
初
の

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
C
M
）
方
式

を
取
り
入
れ
た
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
鹿
島
建
設

㈱
の
高
橋
秀
充
所
長
は
こ
の
現
場
の
特
殊
性
に
つ
い
て

施
工
量
の
想
定
な
ど
着
工
に
至
る
数
々
の
与
件
を
次
々

と
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
橋
所
長
は
「
と
に
か

く
走
る
し
か
な
い
。
現
場
は
戦
場
で
す
。
C
M
の
ル
ー

ル
も
女
川
で
確
立
で
き
れ
ば
他
の
現
場
で
も
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
す
。

　

来
年
三
月
に
は
女
川
駅
の
お
披
露
目
を
主
と
し
た
町

開
き
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。「
町
の
期
待
に
必
ず
応
え

る
。
目
に
見
え
る
成
果
が
復
興
を
加
速
さ
せ
る
ん
で

す
」
と
意
気
込
み
を
見
せ
た
。

日
本
有
数
の
漁
港
を
擁
す
る
宮
城
県
女
川
町
。

昨
年
の
水
揚
げ
は
震
災
前
の
七
五
％
に
ま
で
に
回
復
し
て
い
る
。

し
か
し
、震
災
時
に
湾
奥
に
位
置
す
る
市
街
地
は
ほ
ぼ
全
域
が
津
波
で
流
出
。

漁
業
だ
け
で
は
な
く
町
そ
の
も
の
の
機
能
を
喪
失
し
た
。

こ
の
地
に
新
た
な
宅
地
を
造
成
し
て
町
の
再
生
を
図
る
。

国
内
初
と
な
る
手
法
を
駆
使
し
て
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
が
着
々
と
整
え
ら
れ
て
い
く
。

女
川
町
震
災
復
興
事
業

復
興

ま
ち
づ
く
り

町
の
み
な
さ
ん
の
期
待
に
、

必
ず
応
え
ま
す
。

鹿島・オオバ女川町震災復興事業
共同企業体
おながわまちづくりJV工事事務所
所長（統括管理技術者・監理技術者）

高橋秀充
町中に分散する現場で山を切り、平
地に土を盛る。「三年という月日は
決して長くはなかった。これからも
とにかく走り続けます」。

写真中央部には新しい女川
駅が建設される予定。造成
された土地を舞台に、新し
い女川町のまちづくりが始
まっていく。

東日本大震災
から三年
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青森

岩手

宮城山形

福島

秋田

女
川
町
の
西
側
の
丘
の
上
に
ア
ー
チ
型
の
屋
根
を
持
つ
建
物
が
あ
る
。

長
い
間
、町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た
体
育
館
だ
。

そ
の
目
の
前
の
陸
上
競
技
場
跡
地
で
、町
民
が
待
ち
わ
び
た
復
興
住
宅
が

竣
工
の
と
き
を
迎
え
る
。町
内
初
と
な
る
こ
の
災
害
公
営
住
宅
は

新
た
な
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。体
育
館
と
復
興
住
宅
。

隣
り
合
わ
せ
る
新
旧
の
象
徴
が
町
民
の
希
望
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

女
川
町
民
陸
上
競
技
場
跡
地
地
区

災
害
公
営
住
宅
建
設
工
事

復
興
住
宅

新
し
い
生
活
を
安
心
し
て

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

竹中工務店・仙建工業建設工事
共同企業体 作業所長

白田浩二
復興住宅は目に見える成果だ。「復
興事業でモノが完成するのは初め
て。被災者に大きな安心感を与えて
くれるはずです」。

震災時、多くの町民が奥に見えるアーチ型の体育館で避
難生活を送った。寄り添うように復興住宅が建設され
る。新旧のシンボルがこれからの町を見守っていく。

　

建
設
さ
れ
る
住
宅
は
全
八
棟
、
二
〇
〇
戸
の
規
模
で
、

間
取
り
は
2
K
か
ら
4
L
D
K
だ
。
女
川
町
が
U
R
都

市
機
構
に
建
設
を
要
請
し
、
昨
年
四
月
に
起
工
。
建
設

を
担
当
し
た
の
は
竹
中
工
務
店
・
仙
建
工
業
建
設
工
事

J
V
で
あ
る
。
白
田
浩
二
作
業
所
長
は
住
宅
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
こ
う
語
る
。「
重
視
し
た
の
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
と
な
る
住
環
境
整
備
。
被
災
さ
れ
た
方
々

に
安
心
感
と
快
適
性
を
提
供
で
き
る
住
宅
で
す
」。
建

物
の
一
階
に
ピ
ロ
テ
ィ
を
設
け
、
敷
地
を
斜
め
に
貫
通

す
る
「
み
ん
な
の
道
」
と
い
う
通
路
を
つ
く
っ
た
。
各

棟
は
コ
の
字
を
交
互
に
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
に
連
な
り
、

上
層
階
は
地
上
に
降
り
る
こ
と
な
く
行
き
来
で
き
る
。

　

工
場
製
作
し
た
部
材
を
現
場
で
組
み
上
げ
る
プ
レ
キ

ャ
ス
ト
工
法
を
採
用
し
、
実
施
設
計
ス
タ
ー
ト
か
ら
わ

ず
か
一
年
足
ら
ず
で
住
宅
は
完
成
。
驚
異
的
な
短
工
期

で
高
品
質
な
施
工
を
達
成
し
た
。
完
工
間
際
、
休
日
や

夜
間
の
施
工
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
周
辺
町
民
の

理
解
・
協
力
も
大
き
か
っ
た
。　
　

　

一
月
下
旬
の
取
材
時
は
外
構
の
仕
上
げ
段
階
。
立
ち

働
く
人
の
数
は
数
え
き
れ
な
か
っ
た
。
多
い
と
き
に
は

四
五
〇
名
も
の
作
業
員
が
現
場
に
入
っ
た
が
、
そ
の
う

ち
一
五
〇
名
ほ
ど
は
県
外
か
ら
の
就
労
者
だ
と
い
う
。

「
東
北
復
興
の
た
め
に
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
作
業
員

の
生
活
や
健
康
面
の
ケ
ア
、
労
働
環
境
の
整
備
も
大
き

な
課
題
で
し
た
」。

　

朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
は
、
い
つ
し
か
隣
接
す
る
仮
設

住
宅
で
暮
ら
す
被
災
者
の
皆
さ
ん
も
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。「
フ
ェ
ン
ス
の
向
こ
う
か
ら
『
が
ん
ば
っ

て
！
』
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
方
も
い
た
。
力
を
も

ら
い
ま
し
た
」
と
所
長
は
相
好
を
崩
す
。
三
月
末
に
は

二
〇
〇
世
帯
の
家
族
の
生
活
が
こ
の
復
興
住
宅
で
始
ま

る
。
女
川
再
生
の
大
き
な
一
歩
に
な
る
。

東日本大震災
から三年
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東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
語
る
時

「
未
だ
に
」
と
い
う
修
飾
語
が
つ
い
て

ま
わ
る
。
し
か
し
一
、〇
〇
〇
日
あ
ま

り
の
時
間
の
中
で
、
建
設
業
界
は
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

発
災
直
後
に
い
ち
早
く
被
災
地
へ
乗

り
込
み
、
救
援
の
道
を
切
り
開
い
た
。

以
来
、「
一
日
も
早
く
」
を
信
念
と
し
て

復
興
の
足
が
か
り
を
築
い
て
き
た
の
だ
。

　

業
界
の
想
い
は
、
東
北
に
生
命
の
息

吹
を
蘇
ら
せ
る
、
そ
の
一
点
に
収
束
す

る
。
取
材
し
た
五
人
の
指
揮
官
の
表
情

に
も
一
様
に
使
命
感
と
生
気
が
満
ち
て

い
た
。
言
葉
の
端
々
か
ら
、
ひ
た
む
き

に
格
闘
し
て
き
た
時
間
の
重
さ
が
伝
わ

る
。
し
か
し
、
過
剰
な
演
出
を
も
っ
て

成
果
を
披
瀝
す
る
こ
と
は
な
い
。
む
し

ろ
、
復
興
を
待
ち
望
む
被
災
者
の
協
力

に
感
謝
の
念
を
異
口
同
音
に
語
っ
た
。

　

武
骨
で
強
靭
な
信
念
を
も
っ
て
東
北

復
興
に
力
を
尽
く
す
。
そ
れ
は
こ
の
五

地
区
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
東
北

は
よ
う
や
く
本
格
的
な
復
興
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
と
う
と
し
て
い
る
。
そ

の
歩
み
を
止
め
て
は
な
ら
な
い
。
前
に

進
め
て
い
く
だ
け
だ
。

総
合
建
設
業
一、〇
〇
〇
日
間
の
軌
跡

る
た
め
の
広
報
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
、
活

動
の
総
括
と
し
て
、
会
員
企
業
に
よ
る
各
処
理
業
務
の

実
績
・
成
果
・
ノ
ウ
ハ
ウ
・
情
報
に
つ
い
て
、
包
括
的

な
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
年

五
月
以
降
、
関
連
学
会
へ
の
報
告
や
、
自
治
体
へ
の
広

報
等
を
通
じ
て
広
く
全
国
に
発
信
す
る
予
定
で
あ
る
。

本
成
果
は
、
災
害
廃
棄
物
処
理
業
務
の
有
用
な
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
し
て
、
将
来
予
想
さ
れ
る
災
害
へ
の
備
え
に

な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

山
元
）
と
多
賀
城
市
発
注
の
計
九
業
務
で
あ
る
。

　

被
災
地
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
の
一
次
仮
置
き
場

へ
の
運
搬
に
つ
い
て
は
、
被
災
直
後
か
ら
、
主
に
地
元

企
業
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
初
期
の
復
旧
や
そ
の
後
の

処
理
業
務
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
日
建
連
会
員
企
業
が

受
注
し
た
処
理
業
務
は
、
こ
れ
ら
の
一
次
仮
置
き
場
か

ら
二
次
仮
置
き
場
へ
の
運
搬
、
中
間
処
理
（
復
興
資
材

化
を
含
む
）、
リ
サ
イ
ク
ル
・
最
終
処
分
先
へ
の
運
搬
で

あ
る
。
各
処
理
区
と
も
、
多
く
の
課
題
を
克
服
し
な
が

ら
選
別
・
破
砕
、
焼
却
等
の
中
間
処
理
業
務
を
本
年
三

月
上
旬
に
は
終
了
し
、
処
理
施
設
の
解
体
撤
去
を
経
て

原
状
復
旧
を
進
め
て
い
る
。
本
業
務
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
地
元
の
方
々
、
地
元
企
業
、
市
町
村
や
県
等
の

関
係
行
政
の
ご
指
導
・
ご
協
力
に
よ
り
、
国
が
目
標
と

し
て
定
め
た
平
成
二
十
六
年
三
月
処
理
完
了
を
達
成
で

き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

災
害
廃
棄
物
部
会
で
は
、
活
動
開
始
以
降
、
会
員
企

業
が
受
注
し
た
岩
手
県
と
宮
城
県
に
お
け
る
災
害
廃
棄

物
処
理
業
務
に
関
し
、
現
場
視
察
や
発
注
者
・
現
場
等

と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
、
課
題
解
決
に
資
す
る
活

動
や
、
処
理
業
務
を
一
般
の
方
へ
広
く
理
解
促
進
さ
せ

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
地
域
の
復
旧
・
復
興
は
、

我
が
国
の
最
優
先
課
題
で
あ
り
、
日
建
連
で
は
総
力
を

挙
げ
て
取
り
組
む
た
め
「
復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員

会
」
内
に
「
災
害
廃
棄
物
部
会
」
を
平
成
二
十
四
年
三

月
に
発
足
さ
せ
た
。

　

震
災
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
等
の
処
理
業
務
は
、

処
理
完
了
目
標
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
平
成
二
十
六
年
三
月

末
）
や
、
前
例
の
な
い
発
生
量
の
膨
大
さ
（
岩
手
県
・

宮
城
県
・
福
島
県
で
合
計
約
二
、七
六
八
万
㌧
）、
廃
棄

物
物
性
の
複
雑
さ
等
で
、
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
、
幅
広
い
技
術
・
様
々
な
経
験
・
高
い
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
を
有
す
る
建
設
業
界
が
そ
の
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
岩
手
県
・
宮
城
県
で

は
、
日
建
連
の
会
員
企
業
の
一
一
社
が
一
四
の
処
理
区

を
担
当
し
て
お
り
、
両
県
で
発
生
し
た
災
害
廃
棄
物
等

の
約
半
分
の
量
の
処
理
を
担
っ
て
い
る
。
岩
手
県
内
で

は
、
県
発
注
の
四
地
区
（
久
慈
・
宮
古
・
山
田
・
大
槌
）

と
釜
石
市
発
注
の
計
五
業
務
で
あ
る
。
宮
城
県
内
で
は
、

県
発
注
の
気
仙
沼
ブ
ロ
ッ
ク
の
二
処
理
区
（
気
仙
沼
・

南
三
陸
）、
石
巻
ブ
ロ
ッ
ク
、
宮
城
東
部
ブ
ロ
ッ
ク
、
亘

理
名
取
ブ
ロ
ッ
ク
の
四
処
理
区
（
名
取
・
岩
沼
・
亘
理
・

日
建
連 

災
害
廃
棄
物
部
会
の

活
動
報
告

デ
ー
タ
で
見
る
復
旧・復
興

仮設焼却炉の火納め式（平成26年1月18日）（宮城県：石巻ブロック）

K
azuo Ide

一
般
社
団
法
人 

日
本
建
設
業
連
合
会
　

復
旧
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会 

災
害
廃
棄
物
部
会 

部
会
長

井
手
和
雄

災害
廃棄物
処理

復興
まちづくり

土地区画整理

道路
復興道路・

復興支援道路

除染
（福島県内・  

市町村除染地域）

復興住宅
災害公営住宅

住宅

道路

• 国の事業計画及び工程表の  
対象市町村における  
災害廃棄物処理量計：1,565万t

• 国の事業計画及び工程表の  
対象市町村における  
災害廃棄物推計量：1,716万t

そのほかの発注割合は、
公共施設等と農地・牧草地は約9割、
森林（生活圏）は約4割。
実績割合は公共施設等が約7割、
農地・牧草地が約8割、
森林（生活圏）が約1割。
※国直轄除染地域については、対象11市町村

のうち、10市町村で除染計画を策定、9市町村
の全域または一部地域において除染の作業
中、1市で除染計画に基づく除染が終了。　　
平成25年11月末現在。

• 工事着手済延長※：454㎞
• 供用済延長：209㎞
• 計画済延長   

 （事業中＋供用済）：570㎞
※工事着手したIC間延長

• 事業化の段階に達している  
地区数※：48地区

• 造成工事に着手した地区数：33地区
• 造成工事が完了した地区数：0地区
※事業認可済、事業認可手続き中、緊急防災空

地整備事業着手済の地区を計上

• 住まいの復興工程表に基づく  
面整備事業を行う地区数：51地区

• 災害公営住宅の整備に着手した 
戸数（用地確保が完了した時点）：
13,231戸

• 災害公営住宅の整備が完了した 
戸数：509戸

• 各県が公表している必要災害  
公営住宅の戸数※：21,811戸

※全体計画未定のため福島県分は除外

進捗率 復旧・復興の状況

※H25.11末時点。
　福島県が行った調査結果を基に作成

約4割 約7割

約3割 約6割
復興道路・復興支援道路の着手率
復興道路・復興支援道路の整備率

37% 80%

※H25.11末時点

災害公営住宅の整備に
着手した割合

2% 61%

※H25.11末時点

造成工事の着手地区数
造成工事の完了地区数の割合

0% 65%

※H25.11末時点

災害廃棄物の処理が
完了した割合

91% 100%

※H25.11末時点

着工（発注）

完了（実績）

各
数
値
は
復
興
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

 「
復
興
の
現
状
　
平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日
版
」

等
を
基
に
作
成

東日本大震災
から三年


